
るのバス実証実験の概要（案）

１ 実証実験の目的

（１）基幹交通の充実による住民の移動支援と生活の質の向上

（２）ダイヤの工夫による効果の検証

（３）るのバス増便の有効性と課題の検証

２ 実験内容

（１）実施期間（予定）

令和２年度中に開始し、１年間実施する。

（２）ルート

・令和２～３年度：現行ルート

・令和４年度：令和２年度中に検討

（３）ダイヤ（令和２年度増発便分）

・令和２～３年度：現行のるのバスのダイヤは変更せず、増発便分を追加

・令和４年度：令和２年度中に検討

（４）車 両

※ 調整中

３ 実験の周知

市ホームページ及び広報で周知を図る。あわせて、積極的な利用を呼び掛け

るとともに、公共交通の利用促進に向けた意識啓発に努める。

４ 利用実態等の把握

令和２年度に利用者調査、潜在需要調査等を行い、その結果と令和３年１月

からの実験結果を基に、令和４年度に実施する実証実験の計画を検討する。
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